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　常総広域消防では､複雑化・多様化する災害に対応するため　

ドローンなどの新たな消防資機材や特殊車両を導入して消防

力の強化に努めています。

　皆さんの命と暮らしを「全力」で守っています。
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　「指揮車」は、常総広域消防本部警防課指揮隊（常総市水海道山田町）に、令和５年３
月に配備された車両です。
　この車両は、火災・救急・救助などの災害現場へ消防車や救急車と一緒に出動します。
　消防が行う災害現場活動は、複数の消防隊、救助隊、救急隊や地域の消防団など複数の
部隊が共同して組織としての総合力を発揮することで成り立つものです。
　「指揮車」で現場に駆け付ける指揮隊は、「現場指揮本部」として災害実態や被害状況の
把握を迅速に行い、部隊を効果的に展開するとともに、各種の情報を収集・管理し、関係
機関と連携して作戦を立て、活動する隊員の安全管理を含めた災害現場の総合的な統括を
行うとても重要な役割を担います。積載するドローンや映像伝送装置などの資機材を活用
して効果的な災害現場活動にあたります。

　「搬送車」は、常総広域消防本部水海道消防署（常総市水海道山田町）に令和６年３月
に配備された車両です。
　この車両には、３ｔ級消防専用シャシの荷台に水難救助活動に必要な資機材が搭載され
ています。救助艇（２艇）、レスキューボートなどが積載されており、これら資機材を現
場で速やかに積み下ろしするための引き出し式パワーゲートが装備されています。
　事故や災害が発生したら、この車両がすぐに現場へ駆け付け、速やかに救助活動にあた
ります。
　当消防本部管内には利根川・鬼怒川・小貝川といった大きな河川が流れており、他にも
用水路が多くあります。これら河川等での水難事故や最近頻発しているゲリラ豪雨など水
の災害では､皆さんの命を守るため救助隊と共にこの車両が現場で活躍します｡

災害現場の司令塔 「指揮車」災害現場の司令塔 「指揮車」

水難救助で大活躍 「搬送車」水難救助で大活躍 「搬送車」

レスキューボート

救助艇
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　圏域内の消防力強化を図るため常総地方広域市町村圏事務組合
消防本部総合管理計画に基づき、つくばみらい市内の２つの出張
所（つくばみらい消防署谷和原出張所と同署東部出張所）を統合
し、新たにみらい平地区周辺に「（仮称）みらい平消防署」を整
備する事業を令和 10年４月の供用開始を目標に進めています。
　現在は、地権者からの同意が得られ、つくばみらい市立富士見ヶ
丘小学校南側に建設用地（約7,500㎡）を確保し、新庁舎の設計段
階に入っています。
　今後は、主に谷和原出張所と東部出張所周辺にお住まいの方を
対象とした住民説明会を予定しています。

　消防資機材や車両を扱うのは「人」です。消防力の強化にはハードだけではなくソフト
となる「人」の育成が大切です。常総広域消防の職員は年間を通して様々な訓練を行い複
雑で困難になっている各種災害に対応する能力を培っています。

※令和５年度の住民説明会で説明した予定地から一部変更となっております。

「（仮称）みらい平消防署建設事業」
を進めています

「（仮称）みらい平消防署建設事業」
を進めています

〇 再配置計画図

〇 建設予定地

※上記スケジュールは変更となる場合があります。

各種訓練で「人」の育成に力を入れています各種訓練で「人」の育成に力を入れています

〇 建設事業スケジュール

各種
調査

基本
設計 実施設計 建設工事 供用開始

R10R9R8R7R6

（仮称）
みらい平消防署

東部出張所

谷和原出張所
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　燃やすしかないごみ（可燃ごみ）に混入したワイヤー等の金属が原因となり損傷した熱分解ドラムの補
修整備は、令和５年１２月に１号炉、令和６年８月に３号炉の整備が完了し、残る２号炉も令和６年１２
月末に完了となります。皆様には、長らくご心配とご迷惑をおかけしました。
　今後とも、安全・安定的なごみ処理のため、より一層ごみの分別にご協力をお願いします。
　また、整備期間中の処理しきれない可燃ごみは、県内外のごみ処理施設で処理していただきました。
　長期に渡りご協力いただきました関係者、自治体とその住民の皆様には深く感謝を申し上げます。

　回収したペットボトルを原料に再生し新たな
ペットボトルとして生まれ変わらせる「水平リ
サイクル」が、常総環境センターと地元の飲料
メーカー（アサヒ飲料株式会社、キリンビバレッ
ジ株式会社）との協定により令和６年４月から
スタートしました。
　皆さんの分別のご協力もあり令和６年度上半期
のペットボトルの資源化率は70％から92％に向上
しました。
　ペットボトルはキャップ、ラベルを外して中
をすすぎ資源物専用袋に入れて出してください。
潰して袋に入れていただいても結構です。
　外したキャップ、ラベルは容器包装として分
別してください。
　循環型社会構築のため、引き続き皆様のご協
力をお願いします。

　回収したペットボトルを原料に再生し新たな
ペットボトルとして生まれ変わらせる「水平リ
サイクル」が、常総環境センターと地元の飲料
メーカー（アサヒ飲料株式会社、キリンビバレッ
ジ株式会社）との協定により令和６年４月から
スタートしました。
　皆さんの分別のご協力もあり令和６年度上半期
のペットボトルの資源化率は70％から92％に向上
しました。
　ペットボトルはキャップ、ラベルを外して中
をすすぎ資源物専用袋に入れて出してください。
潰して袋に入れていただいても結構です。
　外したキャップ、ラベルは容器包装として分
別してください。
　循環型社会構築のため、引き続き皆様のご協
力をお願いします。

加熱管損傷
（抜け落ち等）

ワイヤー等
金属塊

年末年始のごみの直接持ち込みについて

年末　１２月２７日（金）まで持ち込めます。（午前９時から午後４時まで）
年始　　１月　６日（月）から持ち込めます。（午前９時から午後４時まで）

【お問い合わせ先】
常総市生活環境課　☎0297-23-2111/ 取 手 市 環 境 対 策 課　☎0297-74-2141
守谷市生活環境課　☎0297-45-1111/ つくばみらい市生活環境課　☎0297-58-2111

ペットボトルリサイクル率が向上しました

整備前 整備後

取り出された金属ごみ

焼却施設の熱分解ドラム補修整備が完了します
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資源化 処分

※ごみの直接持ち込みには、お住まいの市が発行する「家庭系一般廃棄物搬入許可証」が必要です。
※ごみ処理手数料１０㎏につき１４３円（消費税別）がかかります。
※直接持ち込む場合でも、指定ごみ袋に入れるなど、ごみの分別方法に従ってください。
※年末年始は大変混雑が予想されます。時間に余裕を持ってお越しください。
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は様々なシーンに
　ご利用いただけます

「個人」から「企業」まで！ 全館「フリー Wi-Fi」！ 「１時間単位」での貸出し可能！

▶問合先 いこいの郷 常総 　☎0297-48-3217

地域交流スペース地域交流スペース

多目的ホール多目的ホール

HP

HP

X（旧 Twitter）

全　面

半面A（ステージあり）

半面B（ステージなし）

収容人数
100人

収容人数
50人

企業の研修会や商品展示会に 新年会など宴会会場に 楽器の練習会場としても

80.00㎡

92.75㎡

172.75㎡ 貸出料金（1h）
2,100円

貸出料金（1h）
1,050円

全面（72.07 ㎡） 収容人数
30人

貸出料金（1h）
310円

厨房（8.69 ㎡）を併設しており、
コンロ、冷蔵庫等の利用が可能です。

クッキング
教室に

ミーティング
ルームとしても

いろいろな
サークル会場に

始めるなら“今”ですよ

「泳げなくても大丈夫？」 「もっと速く、長く泳ぎたい」
「バタフライを覚えたい！」子どもから大人まで、
色々な要望に経験豊富なコーチが安心サポートします。
50ｍの広々とした常総運動公園室内温水プールで
“水泳”始めてみませんか。

エンジョイラン と健康増進をテーマにしたランニング
コミュニティ「Groove Run」（グルーブラン）の参加者
を募集します。
指導を担当するのは、山梨学院大学で4 年連続箱根駅伝
に出場し、実業団SUBARU でも活躍した「上村純也」さ
んです。
「楽しく、気軽に」をモットーに初心者から経験者まで、
無理なく走れるプログラムを用意しているので安心して
ご参加下さい。

Start!常総運動公園

【初　級】 毎週水曜日 11 時～ 12 時
【中　級】 毎週木曜日 11 時～ 12 時

【幼　  児】 毎週火曜日又は水曜日
　　　　   16 時 15 分～ 17 時 15 分
【小学生以上】 毎週火曜日又は水曜日
　　　　   17 時 30 分～ 18 時 30 分

大人（初級・中級コース） 月額 6,000 円

子供（幼児・小学生以上コース） 月額 7,700 円

ランニングコミュニティ「Groove Run」ランニングコミュニティ「Groove Run」

開催日／2025年1月5日（日）
　　　　9時～11時
場　所／常総運動公園内
対　象／初心者から中級者
参加費／3,000円
参加締切／12月25日（17時まで）

問合先　常総運動公園 ☎0297-47-8081

上村純也コーチ

令和7年1月より

スイミングスクール スイミングスクール 



ご意見、ご要望をお気軽にお電話ください。
●スポーツ施設に関すること（常総運動公園）
●常総運動公園バーベキュー施設
●常総運動公園ドッグパーク
●常総運動公園キャンプ場
●いこいの郷 常総に関すること（地域交流センター）

☎0297（47）8081
☎080-3249-6984
☎080-4812-8716
☎080-4812-8704
☎0297（48）3217

●ごみに関すること（常総環境センター）
●消防に関すること（常総広域消防）
●常総地方広域市町村圏事務組合「管理課（総括）」
●消防テレフォンサービス
　（常総《旧石下地区を除く》･守谷・つくばみらい地区）
●県南総合防災センター
●障がい者支援施設（ふれあいの杜）

☎0297（48）2314
☎0297（23）0119
☎0297（48）2339
☎0297（22）0119

☎0297（83）2776
☎0297（27）5016

2024
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　より良い広報誌になるよう内容の向上を図るため、皆さまからのご意見・ご感想をお聞か
せください。ご協力をお願いいたします。
　クイズ正解者の中から、抽選で下記プレゼントを各5名様に進呈いたします。

Q１　今月号で良かった内容や写真がありましたら教えてください。
Q２　取り上げてほしい内容や企画がありましたら教えてください。
Q３　広報に関するご意見・ご感想をお聞かせください。

Q 水難救助で活躍する車両は何？
　番号でお答えください｡
　①護送車
　②搬送車
　③スポーツカー　

❖広報クイズ❖

❖アンケート❖

❖プレゼント（各コース5名様）❖

事務局からのお知らせ

【提出、 問い合わせ先】

常総地方広域市町村圏事務組合管理課

　電話　０２９７ （４８） ２３３９
　※詳しくは、 組合のホームページに掲載します。

（令和６年１２月上旬掲載予定）

A. 常総運動公園温水プール
　　（回数券　小中学生１１回分）
B． いこいの郷常総　健康増進室（ジム＋温浴）
　  １回利用券
C． いこいの郷常総　お食事券（生姜焼き定食）
D． 常総広域指定ごみ袋（資源物専用袋（大））
　  １袋１０枚入り　３袋
　上記のA～Dの中から、おひとつお選びください。

令和5年度組合決算の概要 令和５年度常総地方広域市町村圏事務組合の一般会計歳入歳出決算は、歳入 72億 1,276 万
6千円（前年比 2.1％増）、歳出 64億 7,532 万 8千円（前年比 2.6％増）となりました。

分担金及び負担金（80.7％）
５8億２，３０５万9千円

諸収入（1.4％）
９，７８７万円

国庫支出金（0.1％）
７７０万8千円

●構成4市外からの負担金

繰越金（10.4％）
7億５，２１２万9千円
●前年度繰越金

使用料及び手数料
（4.2％）
３億168万円

●常総運動公園、防災セン
　ター使用料、ごみ処理・
　危険物取扱手数料

●容器包装リサイクル協会に係る
　拠出金、発電余剰電力売電料、
　指定管理者電気及び上下水道
　使用料等

組合債（3.2％）
2億2,740万円
●消防本部・水海道消防署
　庁舎改修事業、水槽付消
　防ポンプ自動車購入事業
　等の借入金

●社会資本整備総合
　交付金等

・財産収入（0.0％）
２１５万１千円
●自動販売機設置等敷地
　貸付料

・県支出金（0.0％）
76万4千円

●新型コロナウイルス感染
　症患者搬送消防機関個人
　防護具整備事業費補助金

歳入総額
72億

1,276万6千円

歳入総額
72億

1,276万6千円

消防費（41.5％）
２6億８，６８３万6千円
●消防の管理運営経費、
　消防本部・水海道消防署
　庁舎改修工事費

●環境センター管理運営経
　費、放射能対策経費

●運動公園指定管理費、公園園路照明設
　備設置工事費

●組合が借り入れたお金の
　返済金

●障がい者支援施設管理経費

歳出総額
64億7,532万
8千円

歳出総額
64億7,532万
8千円

衛生費（32.5％）
２1億264万5千円

公債費（18.3％）
１1億8,211万円

●総括的運営調整経費、職員
　共同研修経費、監査・防災
　センター・交流センターの
　運営経費、交流センター
　井水ろ過設備設置工事費

総務費（4.6％）
2億9,740万8千円

土木費（3.1％）
2億89万9千円

・民生費（0.0％）
465万6千円

●議会関係の運営費

・議会費（0.0％）
77万1千円

令和６年６月２５日開催の第１回臨時会 令和６年１０月１５日開催の第２回定例会

議　会　報　告

議案等番号

災害対応特殊救急自動車の取得について

報告

原案可決

原案可決

原案可決

報告第１号

議案第８号

議案第９号

議案第１０号

案　　件

令和５年度常総地方広域市町村圏事務組合一般会計

繰越明許費について

令和６年度常総地方広域市町村圏事務組合一般会計

補正予算 （第１号） について

消防ポンプ自動車の取得について

議決結果等 議案等番号

令和６年度常総地方広域市町村圏事務組合一般会計

補正予算 （第２号） について

報告

原案可決

認定

原案可決

報告第２号

議案第１１号

議案第１２号

議案第１３号

案　　件

専決処分事項の報告について （つくばみらい消防署

救急車の物損事故に係る損害賠償の額を定め和解すること）

常総広域地域交流センターの設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例について

令和５年度常総地方広域市町村圏事務組合一般会計

歳入歳出決算の認定について

議決結果等

❖応募方法❖

ウェブ又はハガキでご応募出来ます。
　・専用ウェブサイト（QRコードよりアクセス可）
　・官製ハガキ（ハガキに氏名（フリガナ）、年齢、郵便番号、住所、電話番号、広報クイズの答え、
　　アンケートの答え（Q1～Q3）、
　　ご希望のプレゼントをご記入のうえ、ご応募ください。）
　　【宛先】〒302-0117　茨城県守谷市野木崎 2522
　　　　　常総地方広域市町村圏事務組合　「広報クイズ＆アンケート係」

　令和７・８年度に組合が発注する
建設工事及び建設コンサルタント
業務等、物品・役務等の入札、見積
等への参加希望者の指名願（一般<指
名>競争入札参加資格審査）申請書を
受付けます。

❖応募締切❖ 令和7年1月31日（金）まで
※ウェブでの応募は､最終日２３時５９分受信分まで有効｡ハガキでの応募は、締切日の消印有効。当選者の発表は、賞品の

　発送をもって代えさせていただきます。

指名競争入札
参加資格申請受付


